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研究成果の概要（和文）：探索条件に応じて目標刺激が決まり、目標刺激の刺激特徴が多様に変

化する視覚探索課題をサルに行わせ、後頭頂葉における LIP 野と 7a 野から単一ニューロン活

動を記録した。その結果、非空間性と空間性選択過程が後頭頂葉の同一領域に混在することを

示し、非空間性から空間性選択過程への変換過程の場として後頭頂葉（LIP 野、7a 野）が重要

な役割を果たしていることを示唆した。これらの知見は、後頭頂葉が visual salience map と

して機能している生理学的証拠を提示した。 

 

研究成果の概要（英文）： We found that a subset of neurons in the posterior parietal cortex 

(PPC) significantly discriminated the target from other stimuli only when the target was 

defined by a particular stimulus dimension and had specific stimulus features, such as a 

shape-singleton, bar stimulus (condition-dependent target selection), whereas another 

subset did so irrespective of the stimulus features and the target-defining dimension 

(condition-independent target selection). There was thus a great deal of variety in the 

neural representations specifying the locus of the target. The coexistence of these distinctly 

different types of target-discrimination processes suggests that the PPC may be situated at 

the level where the transition from nonspatial- to spatial-based target selection takes 

place. 
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１． 研究開始当初の背景 

 

複数の物体が存在する環境から目標と
なる物体を見つけ出す視覚探索では、視野内
に存在する個々の物体の刺激特徴情報と、ど
のような物体を目標として探すのかを決め
る行動課題情報が重要となる。しかしながら、
目標となる物体が特定され、その物体に視線
方向を向けるためには、刺激特徴や行動課題
の情報よりも目標物体の場所を特定する位
置情報の方がより重要になると思われる。こ
のように視覚探索の処理過程では、必要不可
欠となる情報が処理の進行とともに質的に
変化する。すなわち、  非空間性選択過程
(nonspatial, feature-based target selection)

から空間性選択過程 (spatial-based target 

selection) へ移行すると考えられる。 

注意や視覚選択のモデルでは、刺激特徴
に依存しないで個々の物体の重要度を表現
する“salience map”の存在が示唆されており 

(Koch & Ullman, 1985; Itti & Koch, 1999)、
刺激特徴や行動課題に依存しないで目標物
体 の 場 所 を 表 現 す る 空 間 性 選 択 

(spatial-based target selection) の過程は、
salience map として機能している可能性が

ある。 

 

２．研究の目的 

先行研究による神経生理学的知見は、非
空間性選択から空間性選択への質的変換が

行われる脳部位として後頭頂葉における LIP

野（the lateral intraparietal area）と 7a 野
の重要性を示唆している。LIP 野（7a 野）は、
視覚－運動野であり、視覚選択、空間性注意、
期待 、及びサッカード眼球運動の準備に関
連したニューロン活動が報告されている。 

一方、LIP 野では色や形などの刺激特徴を表
現するニューロン活動も報告され、視覚野と
しての特性も有していることが知られてい
る。このように、LIP 野と 7a 野は非空間性
から空間性の選択過程への移行を実行する
ための脳部位として、最も適した処理段階に
位置していると考えられる。 

本研究では、後頭頂葉が非空間性選択か
ら空間性選択へ移行する変換過程において
果たしている役割を明らかにすることを目
的とする。また、後頭頂葉（LIP 野、7a 野）
が salience map としての機能している可能
性を検討した。 

 

３．研究の方法 

非空間性選択から空間性選択への変換
過程において機能しているニューロン活動
を同定するため、探索条件に応じて目標刺激
が決まり、目標刺激の刺激特徴が多様に変化
する視覚探索課題をサルに行わせ、LIP 野と
7a 野から単一ニューロン活動を記録した。 

 

４．研究成果 

後頭頂葉（LIP 野、7a 野）における一部
のニューロン群では、目標刺激が特定の刺激
特徴をもち、かつ特定の探索条件で探索され
ているときのみ目標刺激の位置を反映した
（variant type neuron）。一方、別のニュー
ロン群は、そのような刺激特徴や探索条件に
対する依存性は示さず、いつでも目標刺激の
位置を反映するニューロン活動を示した
（invariant type neuron）。 

これらの結果は、非空間性と空間性選択
過程が後頭頂葉の同一領域に混在すること
を示し、非空間性から空間性選択過程への変
換過程の場として後頭頂葉（LIP 野、7a 野）
が重要な役割を果たしていることを示唆す
る。また、刺激特徴や探索条件に依存しない
invariant type のニューロン群が存在した
ことから、後頭頂葉が salience map を形成
するネットワークに組み込まれている神経
生理学的証拠を見出した。 
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